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特
集

　
親
子
が

　
笑
顔
に
な
れ
る
場
所

※「さくらひろば」にて撮影
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一
人
で
子
育
て
を
抱
え
込
む
現
状

子育てをする中で、どのようなサポートがほしいですか？

　
「
親
は
遠
く
に
住
ん
で
い
て
、
近
く
で
子
ど
も
を
見
て
く
れ

る
人
が
い
な
い
」「
子
育
て
に
自
信
が
な
い
の
に
、
相
談
で
き

る
人
が
い
な
い
」「
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
、
誰
も
認
め
て
く
れ

な
い
」。

　

核
家
族
化
が
進
み
、地
域
の
中
で
も
人
と
の
関
わ
り
が
希
薄

化
す
る
現
代
で
は
、
子
育
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不
安
、
ス

ト
レ
ス
な
ど
を
、
一
人
で
抱
え
込
ん
で
い
る
保
護
者
が
、
年
々

増
え
て
い
ま
す
。

毎日大変！
とにかく話を聞いてほしい〜！

いろいろ話せる
友達がほしい・・・。

そもそも、どんなサポートが
あるのかが分からない。

気軽におしゃべり感覚で
子育ての相談がしたい。 ひろばやサロンで

声をかけてほしい。

「頑張ってるね！」って言ってほしい。

安心して子どもと遊びたい。

四六時中、子どもと向き合うのはしんどい、
少しでもいいからリフレッシュしたい。

初めての子育て。
今の方法で合ってるのか不安。

不
安
や
悩
み
を
気
軽
に
話
し
た
り

気
分
転
換
し
た
り
で
き
る
の
が

子
育
て
「
ひ
ろ
ば
」
や
「
教
室
」

出典：「次期彦根市子ども・若者プラン策定にかかるニーズ調査」

　

今
回
の
特
集
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
不
安
や
悩
み
を
抱

え
る
人
た
ち
が
、
気
軽
に
語
り
合
い
、
相
談
や
情
報
の
交
換
、

仲
間
作
り
な
ど
が
行
え
る
場
を
紹
介
し
ま
す
。
実
際
に
利
用

し
て
い
る
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
声
や
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

さ
ん
の
声
も
一
緒
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

→
４
、
５
ペ
ー
ジ
へ

【ひろば】
　乳幼児が遊べるままごとや積
み木などのおもちゃがあり、子
どもが自由に遊べます。
　開催場所によっては、絵本の
読み聞かせや手遊びなどもあり
ます。

【教室】
　子どもと遊びながら学んだり、
子育てのいろいろな話を聞いた
りして、保護者同士が交流しな
がら過ごせます。



「ひろば・教室を利用してみてどうですか？」
ママさんたちに聞きました

のびのび教室

西垣さん親子

野坂さん親子

若林さん親子

幼
稚
園·

保
育
園
に
通
っ
て
い
な
い
の
で
、
１
週

間
の
過
ご
し
方
が
難
し
く
て
、お
母
さ
ん
同
士
も

約
束
し
な
い
と
な
か
な
か
会
え
な
い
。教
室
で
は

毎
回
お
母
さ
ん
た
ち
と
話
す
機
会
が
増
え
て
、私

自
身
も
楽
し
い
で
す
。子
ど
も
も
行
く
所
が
増
え

て
、
刺
激
に
な
っ
て
ま
す
。（
西
垣
さ
ん
）

も
と
も
と
友
達
に「
行
こ
う
よ
」っ
て
誘
わ
れ
て

教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。
家
で
は
下
の
子
が
優

先
に
な
っ
て
、
上
の
子
に
は
我
慢
さ
せ
る
こ
と

が
多
い
け
れ
ど
、
教
室
で
は
下
の
子
を
見
て
も

ら
え
る
の
で
、
上
の
子
と
向
き
合
え
る
し
、
一

緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
野
坂
さ
ん
）

毎
日
家
で
何
し
て
遊
ぶ
か
…
自
分
も
参
っ
て
し

ま
っ
て
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
目
的
も
あ
り
ま
し
た
。

教
室
で
は
、ス
タ
ッ
フ
の
方
が
子
ど
も
を
見
て
く

れ
る
の
で
、子
ど
も
と
離
れ
て
集
中
し
て
話
を
聞

け
る
、貴
重
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
子
ど
も

を
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
ま
し
た
。（
若
林
さ
ん
）

さくらひろば

佐竹さん親子 田中さん親子

他
の
子
の
真
似
っ
こ
を
し
た
り
し
て
、子
ど
も
が

良
い
刺
激
を
受
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。育
児
相

談
も
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、ひ
ろ
ば
で
出
会
っ

た
同
じ
月
齢
の
子
の
マ
マ
さ
ん
と
の
話
は
、よ
り

ス
ッ
と
自
分
の
中
に
入
っ
て
く
る
の
で
い
い
な

と
思
い
ま
す
。（
佐
竹
さ
ん
）

初
め
て
来
る
時
は
勇
気
が
必
要
だ
っ
た
け
れ
ど
、

子
ど
も
に
と
っ
て
ひ
ろ
ば
は
、の
び
の
び
遊
べ
る

場
所
。
同
じ
月
齢
の
子
の
マ
マ
さ
ん
と「
何
を
食

べ
さ
せ
て
る
？
」と
か
情
報
交
換
も
で
き
る
の
で
、

１
人
目
の
育
児
で
不
安
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
安

心
で
き
ま
し
た
。（
田
中
さ
ん
）

親同士でリアルな情報交換ができる。
子どもにとって良い刺激。

スタッフの方に安心して子どもを任せられる。
子どもも、自分も、楽しむことができる。
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田中 滋
し げ

美
み

さん
彦根市子育てサポーター

子
ど
も
や
保
護
者
さ
ん
た
ち
と
も
友
達
に

な
る
と
い
う
感
じ
で
接
し
て
い
ま
す
。

現在活躍中の子育てサポーターさんの声
　

も
と
も
と
、主
任
児
童
委
員
や
保
育
士
を
経

験
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、子
ど
も
と
関
わ
る

こ
と
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
子
育
て
サ
ポ
ー

タ
ー
を
始
め
ま
し
た
。

　

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
は
、
ひ
ろ
ば

で
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
た
ら
一
緒
に
遊
び
ま

す
し
、
保
護
者
さ
ん
が
そ
ば
に
い
れ
ば
、「（
子

ど
も
と
の
関
わ
り
方
で
）
こ
う
い
う
こ
と
し
て
み

て
」
と
声
掛
け
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
の
相
談
な
ど
も
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
顔
見
知
り
に
な
っ
て
か
ら
、何
で
も

話
し
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。

　

子
ど
も
と
遊
ぶ
の
は
楽
し
い
で
す
。
自
分

も
子
ど
も
の
頃
に

戻
っ
ち
ゃ
い
ま
す

ね
。

　

お
母
さ
ん
た
ち

と
も
、
友
達
に
な

る
と
い
う
感
覚
で

接
し
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
ひ
ろ
ば

に
遊
び
に
き
て
く

だ
さ
い
。

※「子育てサポーター」…ひろばなど子育て支援の場で、主に就学前の子どもや保護者の人と
　関わったり、スタッフのお手伝いをするボランティアです。▷▷▷興味がある人は６ページへ
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ひろば　　　　 

　 教室 

きらきらひろば 毎週月～金曜日（祝日は休み）8：30～17：00
（【土･日･祝日】ひろばは休みですが施設は利用できます）

0歳～就園前児と
保護者

子どもセンター（日夏町）

さくらひろば 毎週水曜日（第5水曜日、祝日は休み）
10：00～11：30福祉センター（平田町）

チャチャチャひろば 毎週月～金曜日（祝日は休み）9：00～17：00東山児童館（里根町）

わいわいひろば

毎月第4金曜日（8月・11月は第5金曜日、12月は
第3金曜日）10：00～11：30
毎月第２火曜日（８月・2月は第３火曜日）
10：00～11：30

毎月第３木曜日（８月は第1木曜日）
10：00～11：30

毎月第４金曜日（12月は第２金曜日）
10：00～11：30

鳥居本地区公民館（鳥居本町）

河瀬地区公民館（森堂町）

高宮地域文化センター（高宮町）

南老人福祉センター（田原町）

主に各地区公民館
エリア内の子育て
中の保護者と子ど
も、その祖父母

まんまるひろば 毎週月～金曜日（祝日、ビバシティ彦根の店休日は休み）
10：00～16：00ビバシティ彦根（竹ケ鼻町）2階

会場 開催曜日・時間帯 対象

2～３歳児と保護者ひまわりひろば 毎月第1火曜日（祝日は休み）10：00～11：30

双子・三つ子などの
多胎児と保護者さくらんぼサロン 毎月第2火曜日（祝日は休み）10：00～11：30

福祉センター（平田町）

福祉センター（平田町）

地
域
子
育
て

　支
援
セ
ン
タ
ー（※

）

「ひろば」「教室」各地域で実施しています

すくすく教室

のびのび教室

対象　
▶すくすく教室　平成29年４月２日〜同31年４月１

日生まれの乳幼児と保護者
▶のびのび教室　平成27年４月２日〜同29年４月１

日生まれの幼児と保護者
開催期間　６月〜令和2年３月（毎月1回・全10 回）

　いずれも 10：00 〜 11：15
内容　リズム遊び、ふれあい遊び、絵本の読み聞かせ、

フリートーク、子どもの健康を考える　など
受講料　2,900 円（全 10 回分　教材費を含む）

申込期限　5月7日㈫（必着）

申込方法　はがきまたは彦根市ホームページの電子申
請で、①郵便番号②住所③電話番号④受講する保護
者氏名（ふりがな）⑤子どもの氏名（ふりがな）⑥生年
月日⑦性別⑧希望する会場と教室名⑨兄弟姉妹の有
無とその年齢を記入してお申し込みください。

詳しくは
お問い合わせください

申込・問い合わせ先　 子ども・若者課（〒522-0041　平田町670）☎ 49-2251、FAX26-1768

※「地域子育て支援センター」…保育所や幼稚園へ行っていない就学前のお子さんや、そのご家族を対象にした、
子育てを支援する施設です。

【申込不要】

南地区公民館（甘呂町）
福祉センター（平田町）
別館2階集団健診室

東地区公民館（大東町）
旭森地区公民館（正法寺町）
西地区公民館（本町一丁目）
中地区公民館（大藪町）
河瀬地区公民館（森堂町）
高宮地域文化センター（高宮町）
鳥居本地区公民館（鳥居本町）
稲枝地区公民館（本庄町）

南地区公民館（甘呂町）

第2金曜日（20組）

第2木曜日（20組）

第1木曜日（20組）

第1水曜日（20組）
第3木曜日（20組）
第1金曜日（20組）
第2金曜日（20組）
第2木曜日（20組）

①第１金曜日０歳児（平成30年
４月２日～同31年４月１日生）

②第2金曜日１歳児（平成29年
４月２日～同30年４月１日生）

（各20組）

　第3金曜日（15組）

①第3火曜日（15組）
②第4火曜日（15組）

南地区公民館（甘呂町）
福祉センター（平田町）
別館2階集団健診室

東地区公民館（大東町）
旭森地区公民館（正法寺町）
西地区公民館（本町一丁目）
中地区公民館（大藪町）
河瀬地区公民館（森堂町）
高宮地域文化センター（高宮町）
鳥居本地区公民館（鳥居本町）
稲枝地区公民館（本庄町）

南地区公民館（甘呂町）

第2金曜日（20組）

第2木曜日（20組）

第1木曜日（20組）

第1水曜日（20組）
第3木曜日（20組）
第1金曜日（20組）
第2金曜日（20組）
第2木曜日（20組）

①第１金曜日０歳児（平成30年
４月２日～同31年４月１日生）

②第2金曜日１歳児（平成29年
４月２日～同30年４月１日生）

（各20組）

　第3金曜日（15組）

①第3火曜日（15組）
②第4火曜日（15組）

【申込必要】
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　各ひろば・教室には、保育士や子育てスタッフ、彦根市子育て
サポーターなどの皆さんがいて、相談にも応じてくれます。
　子育てを一人で背負うのではなく、いろんな場所で、支援者の
皆さんと顔見知りになり、つながり、頼っていただき、少しでも
子育てが前向きで楽しいものになるよう応援します。

彦根市ホームページ「子育て応援サイト」

❷彦根市子育てガイドブック

❶おでかけひろばカレンダー

その他の子育て情報はこちらをチェック！

彦根市子育てサポーター 募集中！
　子どもが好きな人や、子育て支援に関心がある人など、

年齢・性別・参加資格は問いません。
　地域のおじいちゃん、おばあちゃん、お父さん、

お母さん、誰でも大歓迎です。

サポーターになるには？

　子育てサポーター養成講座（無料）を受講し、
サポーターとして登録をすれば活動できます。
※講座は、広報ひこねでご案内します。詳しく

は、 子ども・若者課（☎️ 49-2251）にお問
い合わせください。

未就園児と保護
者対象のひろば
のスケジュール
がわかります♪

彦根市の子育て
に関する情報を
まとめて掲載し
ています♪

新年度版は
製作中です
（7月頃
完成予定）

◀︎▲トップページの右上にあるバナーをクリッ
ク！子育てに関するさまざまな情報が掲載さ
れています。

ピックアップ❶

ピックアップ❷

ひろば・教室をぜひご利用ください
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て
い
る
の
で
、
未
登
録
の
人
は
登
録

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
課
☎

30-

６
１
５
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

１

７
７
７
番

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

　

消
防
庁
か
ら
国
民
保
護
情
報
が
発

信
さ
れ
た
場
合
、
情
報
を
瞬
時
に
伝

達
す
る
「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）」
を
利
用
し
た
全
国
一

斉
情
報
伝
達
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
で
も
、
小
・
中
学
校
や
公
民
館

な
ど
市
有
71
施
設
の
館
内
放
送
や
エ

フ
エ
ム
ひ
こ
ね
（
78
・
２
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
の

ラ
ジ
オ
放
送
、
市
内
18
か
所
（
市
役
所

本
庁
舎
、各
小
学
校
（
鳥
居
本
学
区
は
鳥
居

本
中
学
校
））に
設
置
し
た
防
災
用
屋
外

放
送
設
備
で
情
報
伝
達
試
験
を
実
施

し
ま
す
（
実
際
の
緊
急
情
報
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）。

日
時　

５
月
15
日
㈬　

午
前
11
時

※
放
送
が
行
わ
れ
る
施
設
な
ど
、
詳

し
く
は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

避
難
行
動
を
と
っ
て
み
ま
し
ょ
う

　

試
験
放
送
を
聞
き
取
っ
た
際
は
、

避
難
行
動
を
と
っ
て
み
て
く
だ
さ
い

（
屋
内
に
い
る
場
合
、
窓
か
ら
離
れ
て
身
を

か
が
め
る　

な
ど
）。

※
弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の
避
難
の

方
法
は
、
国
民
保
護
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
や
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
情
報
は
、
市
の

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
れ

ば
、
メ
ー
ル
で
入
手
で
き
ま
す
。
災

害
情
報
や
気
象
情
報
な
ど
も
配
信
し

▲市メール配信
　システム登録
　の QR コード
（読み取り後、空
メールを送信し
てください）

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
ひ
こ
ね
４
月
15
日
号
16

ペ
ー
ジ
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

期
間
中
の
市
の
業
務
」
の
「
火
葬

業
務
」
の
欄
で
、
５
月
５
日
（
日·

祝
）
の
み
業
務
を
行
わ
な
い
表
示

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
５
月
５

日
（
日·

祝
）
も
業
務
を
行
い
ま
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　　なさん、こんにちは！オカモト・ジュリア・ユリと申し　
ます。4 月から彦根市で国際交流員として働かせていただく
ことになりました。どうぞよろしくお願いします。

　　身地は愛知県の名古屋市ですが、国籍はブラジルです。両
親が日本で働いていた頃に生まれ、小さい時は日本に住んで
いました。そして、７歳のときにブラジルに帰国し、サンパ
ウロ州のカンピナス市で育ちました。

　　は小さい頃から、いろんな国の文化や習慣に関心を持っ
ています。その影響もあって、日本語・英語・フランス語・ス
ペイン語を学び、大学は国際関係科を専攻にしました。大学
で学んだことを国際交流員の仕事で生かしながら、日本の文
化や習慣をたくさん学びたいと思いますので、日本のことを
たくさん教えてください。

　　本で再び生活できるようになったことをとても嬉しく
思っています。彦根市で巡り会う方々と経験することを想像
するとワクワクしてきます。彦根市の皆さんと楽しく交流し
ていきたいと思いますので、気軽に声をかけてください。

市の職員として、多文化共生事業
の企画などに携わります。

広報ひこねでは、故郷ブラジルの
生活や文化の紹介、国際交流員とし
ての市内外での活動の様子や感想
などを紹介する予定です。
問い合わせ先　 人権政策課
　☎ 30-6113、FAX24-8577

新しい国際交流員を紹介します

み

出

私

日

「ジュリ
ア」って

　　呼ん
でくださ

い

オカモト・ジュリア・ユリ　さん
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市
立
病
院

停
電
の
ご
案
内
と
お
願
い

　

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

年
１
回
の
電
気
設
備
の
点
検
を
行

う
た
め
、
停
電
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

５
月
19
日
㈰　

午
前
11
時

30
分
〜
午
後
２
時
30
分

場
所　

市
立
病
院
（
八
坂
町
）
全
館

停
電
中
の
お
願
い

▼
午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

30
分
ま
で
、
救
急
車
搬
送
の
受

け
入
れ
を
停
止
し
ま
す
。

▼
急
病
の
場
合
（
内
科
・
小
児
科
）

は
、
休
日
急
病
診
療
所
（
市
立
病

院
敷
地
内
、
く
す
の
き
セ
ン
タ
ー
１

階
☎
22-

１
１
１
９
番
）の
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
、
お
見
舞
い
の
人
へ

▼
照
明
が
非
常
用
電
灯
に
切
り
替

わ
る
た
め
、
院
内
全
館
が
暗
く

な
り
ま
す
。

▼
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫

な
ど
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
一
部
の
ト
イ
レ
が
使
用
で
き
ま

せ
ん
。

▼
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
台
数
を
減
ら

し
て
運
転
し
ま
す
。

▼
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
営

業
し
ま
す
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は

臨
時
休
業
と
な
り
ま
す
。

▼
Ｘ
線
、
Ｃ
Ｔ
な
ど
一
部
の
医
療

機
器
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
病
院

総
務
課
☎
22-

６
０
５
０
番（
内

経
済
セ
ン
サ
ス-

基
礎
調
査

を
実
施
し
ま
す

こ
の
調
査
は
、全
て
の
事
業
所
・

企
業
を
対
象
に
、
経
済
活
動
の
状

態
を
把
握
す
る
調
査
で
す
。
調
査

結
果
は
、
企
業
経
営
や
学
術
研
究

の
資
料
な
ど
幅
広
く
活
用
さ
れ
ま

す
。調

査
は
、
６
月
〜
令
和
２
年
３

月
ま
で
の
10
か
月
間
、
調
査
員
が

市
内
の
各
地
域
を
回
り
、
市
内
全

て
の
事
業
所
の
活
動
状
態
を
外
観

調
査
な
ど
で
実
地
に
確
認
し
て
行

い
ま
す
。

※
新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
な
ど

一
部
の
事
業
所
に
は
、
調
査
票

を
お
渡
し
す
る
の
で
、
記
入
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統

計
作
成
の
目
的
以
外（
税
の
資
料

な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-
６
１
０
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

　車で信号機のない横断歩道を通るとき、一時
停止ができていますか？車に乗っていると「歩
行者が止まるだろう」と車優位で考えがちです
が、道路交通法では「横断歩道は歩行者優先」
です。

　そのため、一時停止や減速をしないと「横断歩
行者等妨害等違反」になります。最近は取り締
まりが強化され、滋賀県で平成 29 年に 665件
だった取り締まり件数は、同 30 年には 1,296
件に増加しています。

「渡るかな　止まって譲ろう　横断歩道」
春の交通安全運動　5 月 11 日㈯～ 5 月 20 日㈪

　「横断歩道を利用する時」「車で通過する時」は
思いやりの気持ちをもって、交通事故に遭わない
ように注意しましょう。

交通事故ゼロを目指す日　5月 20日㈪

問い合わせ先

交通対策課
☎ 30-6134
FAX24-5211

線
３
５
１
９
番
）、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０

７
５
４
番

工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

こ
の
調
査
は
、
国
内
の
工
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
従

業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事

業
所
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。
調

査
は
６
月
１
日
時
点
で
実
施
し
ま

す
。
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
、
国
や
地
域

行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

※
調
査
対
象
の
事
業
所
に
は
、
調

査
員
が
調
査
票
を
お
渡
し
す
る

の
で
、
記
入
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統

計
作
成
の
目
的
以
外（
税
の
資
料

な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
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彦
根
市
廃
棄
物
減
量
等

推
進
審
議
会
委
員

〈
趣
旨
〉「
彦
根
市
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
」
の
推
進
を
図
る
た

め
、
計
画
に
基
づ
く
取
組
状
況
の

評
価
や
ご
み
の
減
量
な
ど
に
関

す
る
事
項
を
審
議
す
る
「
彦
根
市

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。　
〈
内

容
〉
審
議
会
の
会
議
に
出
席　

※

審
議
会
は
平
日
の
午
前
ま
た
は

午
後
に
開
催
し
、
初
年
度
は
４

回
程
度
、
次
年
度
は
８
回
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
（
初
回
の
開
催

は
７
月
中
旬
予
定
）。
公
募
委
員
の

ほ
か
学
識
経
験
者
や
事
業
者
な

ど
10
人
程
度
で
構
成
さ
れ
ま
す
。　
　

〈
任
期
〉
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
２

年
間　
〈
対
象
〉
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
で
20
歳
以
上
（
５
月
１
日

現
在
）　
〈
定
員
〉
若
干
人　
〈
応
募

期
間
〉
５
月
７
日
㈫
〜
同
21
日
㈫　

〈
応
募
方
法
〉
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、

生
活
環
境
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
申
込

用
紙
は
、

生
活
環
境
課
、
支
所
、

各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
（
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）。　
〈
応
募
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

生
活
環
境
課
☎
30-

６

１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９

５
番

彦
根
市
図
書
館
協
議
会
委
員

〈
趣
旨
〉
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、

利
用
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
要

望
を
十
分
に
反
映
し
た
図
書
館

運
営
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
設
置
す
る
「
彦
根
市
図
書
館

協
議
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。　
〈
内
容
〉
年
２
回
程
度
開

催
さ
れ
る
図
書
館
協
議
会
に
出

席
（
図
書
館
の
運
営
に
関
し
て
意
見
を

述
べ
る　

な
ど
）　
〈
任
期
〉
７
月
１

日
〜
令
和
３
年
６
月
30
日
の
２

年
間　
〈
対
象
〉
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
で
20
歳
以
上
（
国
・
地
方

公
共
団
体
の
議
員
や
職
員
、
市
が
設
置

す
る
審
議
会
な
ど
の
委
員
に
委
嘱
さ
れ

て
い
る
人
を
除
く
）　
〈
定
員
〉
１
人　

〈
応
募
期
限
〉
５
月
31
日
㈮
（
必

着
）　
〈
応
募
方
法
〉
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
き
、
応
募
の
理
由

な
ど
８
０
０
字
程
度
の
意
見
書

を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は
直
接
窓

口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
※
申
込

用
紙
な
ど
は
、
市
立
図
書
館
に
あ

り
ま
す（
市
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。　

〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
市
立

図
書
館
（
〒
５
２
２-

０
０
０
１　

尾

末
町
８-

１
）（
月
曜
日
、
第
４
木
曜
日
、

祝
日
は
休
館
）
☎
22-

０
６
４
９
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
３
０
０
番

　市政の運営方針や市役所の仕事内容、先輩職員
の体験談、令和元年度の採用試験について説明し
ます。
※個別相談の時間も設けますので、じっくりと話

を聞くこともできます。
※この説明会への参加の有無は、採用試験の合否

には関係しません。
日時　6 月 1 日㈯
　　　▶午前の部　10：00 〜 12：30
　　　▶午後の部　14：00 〜 16：30
※午前の部、午後の部ともに同一内容です。
※保育士・幼稚園教員は午前の部のみです。
場所　彦根勤労福祉会館（大東町）４階大ホール
※駐車場に限りがあるため、できる限り公共交通

機関をご利用ください。
内容　彦根市の概要説明、採用試験の説明、個別

相談（職務内容の紹介、職員の体験談）

対象　受験資格を満たし、令和元年度の彦根市職
員採用試験の受験を検討している人
受験資格
▶事務　平成元年４月２日〜同 10 年４月１日ま

でに生まれた人
▶保育士・幼稚園教員　平成元年４月２日以降に

生まれた人で、保育士および幼稚園教諭１種ま
たは２種の免許状を有する人（令和２年 3 月 31
日までに取得見込みの人を含む）

※受験資格などの詳細は、受験案内をご確認くだ
さい。
定員　各部 80 人（先着順）

申込方法　メールでのみ受け付けます（電話による
申し込みはできません）。①氏名②参加希望時間③
受験予定職種④返信用メールアドレスを入力し
て saiyou@ma.city.hikone.shiga.jp（採用事務専
用アドレス） に送信してください。折り返し受付
票を送信します。当日、受付票はプリントアウ
トしてお持ちになるか、スマートフォンなどの
画面を提示してください。
申込期限　5 月 30 日㈭

問い合わせ先　
　 人事課人事研修係
　☎ 30-6106
　FAX22-1398

彦根市職員採用説明会
彦根市役所で働きたいと考えている人や公務員の仕事に興味のある人はご参加ください
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10月13日㈰に開催する「彦根市子どもフェ
スティバル」は、子どもたちが中心になってア
イデアを出し合い、手作りで行うイベントです。
この活動に携わるボランティアを募集します。

ジュニアボランティア
応募資格　小学４年生〜中学生で、月１〜２回

程度活動に出席できる人（活動日は主に土曜日
または日曜日）

初回活動日時　5 月 26 日㈰ 13:30 〜 15:30

子どもフェスティバルサポーター
応募資格　月１回程度の会議に参加し、子ども

たちと一緒に活動できる人（高校生以上）

初回活動日時　5 月 26 日㈰ 15:30 〜 16:30
申込期間　５月４日（土・祝）～同 16 日㈭
その他　５月４日（土・祝）に開催する「荒神山公

園春まつり」の日にプチイベントを行います
ので、ボランティアの活躍ぶりを見に来てく
ださい。

子どもフェスティバル
ボランティア募集

赤ちゃんひろば
内容　赤ちゃんを遊ば

せながら、　保護者同
士が交流できるひろ
ばです。開催時間中は
自由に参加できます。
日 時　5 月 16 日 ㈭　

13:30 〜 14:30
対象　２〜８か月児とその保護者
費用　無料

子ども教室
「自分で作ったおもちゃで遊ぼう！」
内容　スライムや手作りのおもちゃで楽しく遊びま

しょう。
日時　５月 19 日㈰　13：30 〜 15：00
対象　幼児〜小学生（保護者同伴）

定員　20 人（先着順）

費用　300 円
申込期間　5 月 4 日 ( 土 · 祝 ) 〜同 15 日㈬

子育て講座「ぺたぺたぺったん手形アート」
内容　子どもの手形に絵を描いて、世界でひとつのオ

リジナル手形アートを作りましょう。
日時　5 月 28 日㈫　10：00 〜 11：30
対象　平成 27 年４月２日〜同 30 年 12 月 31 日生

まれの子どもと保護者
定員　20 組（先着順）

費用　１組につき 400 円（材料費含む）

持ち物　ウェットティッシュ（おしりふき可）、タオル
申込期間　5 月 5 日 ( 日 · 祝 ) 〜同 22 日㈬

星空教室「春の星座を楽しもう」
内容　大きな望遠鏡で春の星座を観察します。
日時　５月 24 日㈮　19：30 〜 21：00
対象　天体に興味がある人（小学生以下は保護者同伴）

定員　25 人（先着順）　　費用　300 円（幼児は無料）

申込期間　5 月 11 日㈯〜同 22 日㈬
※雨天などの場合は中止。16：00 以降に開催の有無

を確認してください。

子どもセンター からのお知らせ

申込・問い合わせ先　 子どもセンター　☎28-3645、FAX28-3646
※電話か、直接窓口でお申し込みください。

☆
☆

☆

☆
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　将棋に触れることにより、考える力や集中力
を身につけることができます。初心者から、腕
前を上げたいという人まで、気軽に参加してみ
ませんか？

活動日時　毎月 1 回　最終土曜日（全 10 回、12
月のみ 21 日㈯、令和 2 年 2 月まで）　

　13：30 〜 15：00
　※ 1 回目は 5 月 25 日㈯
場所　 子どもセンタ－（日夏町）多目的室
対象　小学生　　定員　40 人（先着順）

年会費　500 円（中途退会や欠席による返金はあり
ません）

申込期間　5 月 3 日（金 · 祝）〜同 18 日㈯
問い合わせ先　 子どもセンター
　☎ 28-3645、FAX28-3646
※電話か、直接窓口でお申し込みください。

文化財課、 歴史民俗資料室の職員が、これまで
の業務の中で調査・研究した成果を、市内各所に出向
いて分かりやすく説明します。自治会や老人会の研修、
学校での郷土学習などにご利用ください。

時間　１〜２時間程度　
費用　無料（資料費・材料費は実費負担です）
日時など　ご相談に応じます。　
申込期限　開催希望日の１か月前（講座の準備などのため）

出前講座のテーマ例　次のとおり　

彦根の歴史と文化
▶︎彦根のお城
▶彦根のまち・道
▶弥生・古墳時代の歴史と文化
▶遺跡から学ぶ地域の歴史
▶大名の庭園
▶地図と写真でふりかえる彦根の歴史

その他
▶勾

まが

玉
たま

づくり
▶旧井伊神社社殿
▶彦根の日本遺産（彦根城、玄宮楽々園、お浜御殿）

申込・問い合わせ先　 文化財課
　☎ 26-5833、FAX26-5899

文化財出前講座

注意事項

※︎講座へ出向く地域は
市内に限ります。

※講師謝礼は不要です。

子ども将棋教室　参加者募集

　特定の聴覚障害者と手話で日常会話ができるよ
う、手話の基本文法を学びます。
日時　６月13日〜12月５日の毎週木曜日　19：

00 〜 21：00　全 28 講座（８月 15 日は休講）

場所　 障害者福祉センター（平田町）多目的室　
対象　
▶︎手話奉仕員養成講座（前期）修了者で手話の学習

や活動を継続している人
▶︎手話サークルなどで２年以上の活動歴があり手

話で簡単な日常会話ができる人で、次のＡ・Ｂ
を満たす人（Ａ全課程を履修できる、Ｂ 18 歳
以上（高校生を除く）で市内在住・在勤・在学）
定員　若干人（平成 30 年度開講の「彦根市手話奉仕員

養成講座（前期）」を修了した人を主として対象にして
いるため）（申込者多数の場合は抽選）

申込期間　５月７日㈫〜同 21 日㈫
参加費　3,240 円（教材費）

申込・問い合わせ先　 障害福祉課（〒 522-0041　
平田町 670）☎ 27-9981、
FAX30-9231

※申込用紙は 障害福祉課に
あります。必要事項を書い
て、郵送または FAX でお申
し込みください。

手話奉仕員養成講座（後期）
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職種 受験資格人数 受付期間

▶採用内定後に勤務できる人に関しては、相談の上、採用を早める場合があります。
受験申込書などの配布場所、受験の申し込み、問い合わせ先　市立病院事務局職員課（市立病院３階）
　☎22-6050（内線3516）、FAX26-0754、   syokuinka@municipal-hp.hikone.shiga.jp

5月7日㈫～同
31日㈮の8:30
～17:15（土・
日曜日、祝日は除
く）
※ 郵 送 の 場 合
は、5月31日㈮
まで（消印有効）

市立病院職員を募集します
試験日・採用予定日

管理栄養士の免許を有する人管理栄養士
（有資格者）

若干人

試験日
【第1次】
6月8日㈯
【第2次】
6月29日㈯
採用予定日
令和2年
4月1日㈬

薬剤師

1人

薬剤師の免許を有する人
（取得見込みを含む）

昭和59年
4月2日以
降に生ま
れた人

診療情報管理士
（有資格者）

1人

昭和54年
4月2日以
降に生ま
れた人

医療事務の経験が3年以上あり、
診療情報管理士の資格を有する人

医療事務
（医療情報）

1人

昭和59年
4月2日以
降に生ま
れた人

病院（※）において医療情報シス
テムの運用管理の経験が3年以上
ある人
※医療法に規定する病院をいう。

試験日
6月8日㈯
採用予定日
令和2年
4月1日㈬

　世界遺産を学んで、文化や歴史の理解を深めま
しょう。
日時　７月 7 日㈰　
　２級：14：30、３級：12：30、４級：10：40
※開始 10 分前から説明を行いますので、それまで

にご来場ください。
場所　彦根商工会議所（中央町）

対象　市内在住または在学の人、彦根商工会議所会
員事業所に勤務する人
受検料　右表のとおり
申込期限　５月 14 日㈫
※申込書に受検料を添えて彦根商工会議所に提出し

てください。メール・FAX で申込の場合は、期限
内に受検料を支払ってください（振込も可）。申込書

は市内学校などで配布するほか、彦根商工会議所
ホームページ（http://www.hikone-cci.or.jp/）からダ
ウンロードできます。　

申込・問い合わせ先　
　彦根商工会議所（中央町３-8）
　☎️ 22-4551、FAX26-2730
　 seminar@hikone-cci.or.jp

２級

３級

４級

一般 小・中学生 高校生・大学生
ボランティアガイド

4,900円

3,900円

2,200円

2,400円

1,700円

1,000円

2,500円

2,000円

1,200円

（※） （※）

第 36 回世界遺産検定 ～世界を知り、教養を高めよう～

※一般受検料との差額を彦根商工会議所が助成します。
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全
国
戦
没
者
追
悼
式
参
列
者

〈
内
容
〉８
月
15
日
㈭
に
日
本
武
道

館
で
開
催
予
定
の
「
全
国
戦
没
者

追
悼
式
」
に
参
列
す
る
遺
族
を
募

集
し
ま
す
。　
〈
対
象
者
〉原
則
と

し
て
戦
没
者
（
原
爆
、
一
般
戦
災
死

没
者
を
含
む
）
の
配
偶
者
、
子
、
父

母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
で
、
８
月
14

日
㈬
・
同
15
日
㈭
の
１
泊
２
日
の

団
体
行
動
が
で
き
る
県
内
在
住
の

人（
介
助
者
の
同
行
可
）※
参
加
は
原

則
１
柱
１
回
。
２
回
目
の
参
加
を

希
望
す
る
人
、
障
害
が
あ
り
介
助

者
の
同
行
が
必
要
な
人
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
〈
定
員
〉

50
人
程
度
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
、結
果
は
６
月
下
旬
に
通
知
予
定
）　

〈
参
加
費
〉５
千
円
程
度　

※
介
助

者
の
参
加
費
用
（
交
通
費
、
食
費
な

ど
）
は
全
額
自
己
負
担 　
〈
募
集

期
間
〉５
月
１
日
（
水·

祝
）
〜
同
31

日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
健
康
福
祉
政

策
課
援
護
係
（
〒
５
２
０- 

８
５
７
７　

大
津
市
京
町
四
丁
目
１- 

１
）
☎
０
７

７- 

５
２
８- 

３
５
１
４
番　

※

は
が
き
に
①
郵
便
番
号
、住
所
、氏

名
（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、年
齢
、

性
別
、
戦
没
者
と
の
続
柄
、
電
話

番
号
②
戦
没
者
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
戦
没
時
の
本
籍
都
道
府
県
名
、

陸
軍
・
海
軍
の
別
を
書
い
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

ひ
こ
ね
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
夢
畑
」
出
店
者

〈
内
容
〉
家
庭
で
不
要
に
な
っ

た
物
や
手
作
り
の
品
を
提
供
す

る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。　

〈
日
時
〉
５
月
25
日
㈯　

午
前
10

時
30
分
〜
午
後
3
時　
〈
場
所
〉

市
立
病
院
（
八
坂
町
、彦
根
市
立
病
院

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
会
場
内
）　
〈
定
員
〉

30
ブ
ー
ス　
〈
出
店
料
〉
１
ブ
ー

ス
５
０
０
円
（
大
き
さ
は
３
ｍ
四
方

で
す
）　
〈
申
込
期
間
〉
５
月
８
日

㈬
〜
同
13
日
㈪
（
必
着
）　
〈
申
込

先
〉
彦
根
市
立
病
院　

ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
〒
５
２
２-

０
０
５
７　

八
坂
町
１
８
８
２
）
※
往

復
は
が
き
の
往
信
の
裏
面
に
①

住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
④
出

店
品
目
⑤
人
数
を
、
返
信
の
表
面

に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名

を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。　
〈
問
い
合
わ
せ

先
〉夢
畑
実
行
委
員
会
☎
０
９
０-

１
２
２
４-

３
７
８
２
番
（
午
後
８

時
～
同
９
時
の
み
受
付
）　

②彦根市スポーツ振興支援　春期ゴルフ大会
日時　6 月 26 日㈬（時間は申込の際に調整します）

場所　彦根カントリー倶楽部（鳥居本町）

参加費　11,744 円（プレー料金、景品費など）

申込期限　6 月 14 日㈮

①春期グラウンド・ゴルフ大会
彦根市スポーツ振興支援

①彦根市スポーツ振興支援　春期グラウンド・ゴルフ大会（小雨決行）
日時　6 月 12 日㈬　9：00 〜　（受付 8：00 〜、開会式 8：30 〜）

場所　荒神山公園（日夏町）グラウンド・ゴルフ場
対象　市内在住の人　　参加費　500 円
申込期限　5 月 13 日㈪（参加費を添えてお申し込みください）

※参加者は開会式・閉会式にご参加ください。
※グラウンド・ゴルフ協会員は、加盟クラブで取りまとめた上、
　お申し込みください。

申込・問い合わせ先　
　（一社）彦根市スポ一ツ協会事務局（稲部町 607-1 ( 稲枝商工会館内））☎ 30-9674、FAX30-9675
※①②の競技方法や表彰など、詳しくはお問い合わせください。　

スポー
ツを楽

しもう
！

②春期ゴルフ大会
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イベント

磯田漁協　第 7 回水産まつり

　磯田漁協で水揚げした湖魚（あゆ・鮒ずしなど）の販売、試食があ
ります。魚介みそ汁の無料提供もあります。

日時　5 月 19 日㈰　9：00 〜 12：00　
場所　宇曽川漁港　宇曽川河口（須越町）

※販売商品が売り切れた時点で終了します。
※小雨決行（雨風など警報発令時は中止）

問い合わせ先　
　彦根市磯田漁業協同組合☎ 25-1460
　（月・水・金曜日 9：00 ～ 12：00）

彦根自然観察の会
芹川の樹木観察

　芹川の自然を楽しく観察しましょう。

日時　5 月 12 日㈰ 9：00 〜 12：00　
集合場所　晒

さらし

庵
あ ん

（中藪町）

費用　100 円
持ち物　筆記用具、雨具
※ 10 分前までに集合してください。
問い合わせ先　
　彦根自然観察の会（渡邊さん）

　☎️ 28- 3867

ひこねで朝市
　毎月第３日曜日に、「食の安全」「地産
地消」「手作り」をテーマに、地場野菜・
豆腐・湖魚料理・手作り雑貨などを販売
しています。

日時　5 月 19 日㈰ 8：00 〜 12：00　
場所　滋賀縣護国神社境内（尾末町）

問い合わせ先　
　ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活

動センター内）☎ 24-4461　
　 hikonedeasaichi55@gmail.com

▲前回のまつりの様子

※特に記載のないとき、事前申込は不要で、費用は無料です。
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イベント

彦根市保育士フェア
2019

	
　保育士に興味・関心を持つ人や、将来保育士
になりたいと思っている人は、ぜひお越しくだ
さい。

▶︎市内保育所の紹介
▶先輩保育士へのインタビュー
▶遊びの体験コーナー
▶保育士によるエプロンシアター（エプロンを舞

台に見立て、ポケットから人形を出したり貼りつけ

たりしながら演じるもの）の実演
▶手作り玩具の展示　▶採用情報　など

日時　5 月 25 日㈯ 13：00 〜 15：30　
場所　ビバシティ彦根（竹ケ鼻町）2 階ビバシ

ティホール
問い合わせ先　 幼 児 課 ☎ 23-9597、

FAX26-1768

▲昨年のフェアの様子

彦根市空き家バンク
空き家ツキイチ相談会

	
　空き家バンクの担当者による相談会を開催
します（1 組につき 30 分程度）。お気軽にお申し
込みください。

日時　5 月 20 日㈪　9：00 〜 17：00　
場所　彦根駅西口仮庁舎（大東町）4 階相談室
※まずは 3 階 建築住宅課までお越しくださ

い。
対象　市内に空き家を所有する人や、市内の空

き家に住みたい・活用したい人など
定員　7 人（先着順）

申込方法　電話かメールで、①氏名②連絡先③
希望の時間帯を伝えてお申し込みください。
申込期限　5 月 17 日㈮
※当日でも空きがあればご相談いただけます。
問い合わせ先　
　彦根市空き家バンク事務局（的場さん）
　☎ 23-2123、 info@hikone-akiya.com

在宅での療養や看取りを考える会　花かたばみ（あなたと共に）の会

　住み慣れたわが家で最期を迎えるために、
在宅ケアや在宅医療、エンディングノート
などの情報をお伝えします。

日時　5 月 18 日㈯　14：00 〜 16：00　
場所　くすのきセンター（八坂町）
　2 階医療福祉推進ルーム
費用　200 円（茶菓子代）

問い合わせ先　花かたばみの会（井川さん）
　☎・FAX22-2644

出前講座　受付中！

　花かたばみの会では、在
宅医療について家族や専門
職ができることを出前講座
でお話しています。お気軽
にお申し込みください。

▲医療福祉・在宅看取り
　啓発キャラクター
　「みとりちゃん」

※特に記載のないとき、事前申込は不要で、費用は無料です。
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イベント

　「ほっこり」では、認知症などの家族を抱える介護者同
士が、日頃の思いを共有し、情報交換などをします（毎
月第 2 火曜日開催）。若年認知症の介護家族のつどい「ほっ
こり・らぶ」も同時開催します（奇数月第 2 火曜日開催）。
日時　5 月 14 日㈫　13：30 〜 15：30　
場所　くすのきセンター（八坂町）2 階医療福祉推進ルーム
費用　200 円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）

問い合わせ先　
　 医療福祉推進課☎ 24-0828、FAX24-5870

介護家族のつどい

「ほっこり」「ほっこり・らぶ」

　知的障害、発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話して情報
交換をする場です。みんなで交流しましょう。

日時　5 月 9 日㈭ 、同 25 日㈯　10：30 〜 15：00　
場所　「minto」㈱川地工務店（長曽根南町）

対象　障害のある人やその家族、育成会会員、関係者など
問い合わせ先　
　NPO 法人彦根育成会☎ 20-9114、FAX49-9115

ＮＰＯ法人彦根育成会　街中サロン
毎月第２木曜日、第 4 土曜日に開催

　認知症の家族を介護する男性同士で語
り合いましょう。途中からでも参加でき
ます。

日時　5 月 13 日㈪ 10：30 〜 15：00　
場所　 市民交流センター（里根町）

　図書学習室
費用　200 円（昼食代は別途必要）

問い合わせ先　
　家族の会滋賀県支部（小宮さん）
　☎ 080-3797-4530

男性介護者のつどい

彦根こんき会

毎月第２月曜日に開催

※特に記載のないとき、事前申込は不要で、費用は無料です。
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滋賀大学公開講座

「らくらく野球教室　〜楽しみながら上手くなろう〜」
日時　① 6 月 15 日㈯　② 7 月 13 日㈯　9：30 〜 12：00（1 回だけでも参加できます）

場所　滋賀大学彦根キャンパス（馬場一丁目）野球場
対象　小学生　※野球初心者向け、種目は軟式野球です。
定員　各回 30 人（先着順）　　
費用　１回につき 1,500 円
持ち物　飲み物、タオル、運動できる服装、運動靴、グラブ
申込方法　滋賀大学ホームページ、メール、FAX、電話のいずれかでお申し込みください。
申込期限　① 5 月 15 日㈬　② 6 月 13 日㈭
問い合わせ先　滋賀大学☎️ 27-1279、FAX27-1431、 koukai@biwako.shiga-u.ac.jp
※詳しくは滋賀大学ホームページをご覧ください（「滋賀大学　公開講座」で検索してください）。

地域の仲間と一緒に
気楽に楽しく

野球をしてみませんか？

主催　彦根市 ・ 彦根市教育委員会
問い合わせ先　　文化振興室☎23-7810、FAX21-3080

行　　　　　　　　　　　　　事 期　　　　間 時　　　　　間 会　　　　場 入場料
第24回滋賀県立河瀬中学・高等学校吹奏楽部定期演奏会
第10回エコーホールピアノメンバー演奏会「ア・ピアチェーレ」

彦 根 花 道 協 会 　 花 展

彦根城博物館テーマ展「“こと”のこと―日本伝統の絃楽器―」
華 道 翠 香 流 　 花 塚 祭 と 翠 香 流 い け 花 展

写 団 Ｂ ＆ Ｗ 　 モ ノ ク ロ ー ム 写 真 展

第 4 6 回 彦 根 市 少 年 少 女 吹 奏 楽 団 定 期 演 奏 会
み ず ほ 寄 席 　 V O L . 3 1 　 春 公 演

ベ ビ ー と い っ し ょ に コ ン サ ー ト

稲 枝 い け 花 同 好 会 　 第 2 0 回 み ず ほ い け 花 展
紫 陽 花 の 会 水 彩 画 展

5月4日（土・祝）
5月6日（月・振）

5月10日㈮～同12日㈰

5月10日㈮～6月10日㈪
5月12日㈰

5月16日㈭～同19日㈰

5月18日㈯
5月18日㈯

5月24日㈮

5月25日㈯、同26日㈰
5月31日㈮～6月2日㈰

14：00～(開場13：15)
14：00～(開場13：30)

10：00～17：00(最終日は16：00まで）

8：30～17：00(入館は16：30まで)
9：00～16：30
10：00～17：00

(初日は12：00から、最終日は16：00まで)
13：30～(開場13：00)
14：00～(開場13：30)

    ①10：15～(開場9：45)
    ②13：00～(開場12：30)
9：30～17：00(最終日は16：00まで)

9：30～16：30

文化プラザ・グランドホール
文化プラザ・エコーホール
文化プラザ・メッセホール、
研 修 室 ほ か
彦 根 城 博 物 館
市 民 会 館・ギ ャ ラ リ ー

市 民 会 館・ギ ャ ラ リ ー

文化プラザ・グランドホール
み ず ほ 文 化 セ ン タ ー・練 習 室

文化プラザ・メッセホール

みずほ文化センター・多目的ホール
市 民 会 館・ギ ャ ラ リ ー

無料
無料

無料

有料
無料

無料

無料
有料

有料

無料
無料

※

※入場にはポストカードが必要ですので、必要な人は河瀬中学・高校吹奏楽部へお問い合わせください。

行事によっては定員に達している場合がありますので、彦根市ホームページをご覧いただき、各団体にご確認ください。
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▲写真 1：箏　銘 穐山（あきやま）

▲写真 2：七絃琴

第273回

奈
良
時
代
、
中
国
や
朝
鮮
半
島
を
通
じ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
陸
の
音
楽
と
舞
が
日

本
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
大
陸
か
ら
伝

わ
っ
た
楽が

く

舞ぶ

と
日
本
古
来
の
楽
舞
と
を
総

合
し
た
の
が
、
日
本
の
雅が

楽が
く

で
す
。
そ
し

て
大
陸
の
音
楽
と
と
も
に
、
こ
れ
を
演
奏

す
る
楽
器
も
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
か
ら
伝
来
し
た
絃
楽
器
「
箏そ

う

」（
写

真
１
）
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
箏
は
、木
製

の
楽
器
で
長
さ
は
１
９
０
㎝
程
度
。
内
部

を
空
洞
と
し
た
胴
の
上
に
13
本
の
絃
を
張

り
、
絃
の
下
に
山
型
の
柱じ

を
立
て
て
調
律

し
、
右
手
の
指
に
は
め
た
爪
で
演
奏
し
ま

す
。こ

の
楽
器
は
箏
で
は
な
く
「
こ
と
」
で

は
な
い
の
か
、
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
こ
の
13
絃
の
楽
器
は
、

現
在
、
一
般
的
に
「
琴
」
と
書
い
て
「
こ

と
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本

来
の
楽
器
の
分
類
か
ら
い
え
ば
、「
琴
」
は

「
き
ん
」
と
い
う
全
く
別
の
絃
楽
器
（
写
真

２
）
を
指
す
の
で
す
。

「
琴き

ん

」
は
七し

ち
げ
ん
き
ん

絃
琴
と
も
い
い
、内
部
を
空

洞
と
し
た
１
２
０
㎝
前
後
の
漆

う
る
し

塗
り
の
胴

に
７
本
の
絃
を
張
っ
た
楽
器
で
す
。
絃
の

下
に
柱
は
立
て
ず
、
左
手
で
絃
を
押
さ
え
、

右
手
の
指
で
演
奏
し
ま
す
。
箏
と
同
じ
く

奈
良
時
代
に
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
貴

族
の
間
で
主
に
独
奏
楽
器
と
し
て
用
い
ら

れ
ま
し
た
が
、
次
第
に
廃す

た

れ
、
鎌
倉
時
代

に
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

琴
が
日
本
で
再
び
演
奏
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
の
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

で
は
、
い
つ
か
ら
、
な
ぜ
、
箏
を
「
こ

と
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

平
安
時
代
、「
こ
と
」

は
箏
と
琴
を
含
む
絃
楽

器
の
総
称
で
し
た
。『
源

氏
物
語
』
や
『
枕
草
子
』

に
は
、「
和わ

琴ご
ん

の
こ
と
」

「
箏
の
こ
と
」「
琴
の
こ

と
」「
琵び

わ琶
の
こ
と
」
と

記
さ
れ
ま
す
。
和
琴
は

弥
生
時
代
以
来
の
日
本

の
「
こ
と
」
の
系
譜
を

引
く
絃
楽
器
、
琵
琶
は

西
ア
ジ
ア
に
起
源
を
持

つ
、
茄
子
型
の
胴
と
屈

曲
し
た
頸く

び

を
持
つ
絃
楽

器
で
す
。

こ
の
よ
う
に
絃
楽
器
の
総
称
だ
っ
た

「
こ
と
」
が
、特
に
箏
を
指
す
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、室
町
時
代
末
期
、北
九
州
地
方
に

箏
を
単
独
で
演
奏
す
る
「
筑つ

く

紫し

箏ご
と

」
が
誕

生
し
た
こ
と
が
契
機
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。筑
紫
箏
は
絃
楽
器
の
内
、箏
の
み
を
使

用
す
る
た
め
、
他
の
絃
楽
器
と
区
別
し
て

わ
ざ
わ
ざ
「
箏
の
こ
と
」
と
呼
ぶ
必
要
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、「
こ
と
」
と

い
え
ば
箏
を
指
し
、
箏

を
「
こ
と
」
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
す
。

さ
ら
に
江
戸
時
代

に
な
る
と
、
筑
紫
箏
か

ら
、
山
田
流
や
生
田

流
を
は
じ
め
と
す
る

箏
曲
の
流
派
が
派
生

し
、
人
々
の
間
に
広

く
流
布
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
流
派
も
箏
を
「
こ

と
」
と
呼
ん
だ
た
め
に

こ
の
呼
び
方
が
定
着

し
、「
箏
」
の
字
を
「
こ
と
」
と
読
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
現
代
に
は
、「
箏
」
の
字
が
常
用

漢
字
で
は
な
い
た
め
、「
箏
」
に
か
え
て

「
琴
」の
字
を
当
て
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
の
よ
う
に
「
こ

と
」
を
「
琴
」
と
記
す
の
が
一
般
的
に
な

り
、
結
果
、「
琴
」
と
い
う
漢
字
が
２
つ
の

異
な
る
楽
器
、
箏
と
琴
（
七
絃
琴
）
を
指
す

と
い
う
、
現
在
の
状
態
と
な
っ
た
の
で
す
。

で
は
、「
こ
と
」
は
「
箏
」
と
書
く
の
か
、

「
琴
」
と
書
く
の
か
。
答
え
は
、「
こ
と
」

は
本
来
「
箏
」
と
書
く
け
れ
ど
も
、
一
般

に
は
常
用
漢
字
で
あ
る
「
琴
」
が
用
い
ら

れ
て
い
る
、と
な
り
ま
す
。
こ
の
「
こ
と
」

の
漢
字
の
表
記
に
関
す
る
疑
問
に
は
、
日

本
伝
統
の
絃
楽
器
「
箏
」
の
歴
史
が
深
く

関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

茨
木
恵
美
）

「
こ
と
」
は
「
琴
」
と
書
く
？
そ
れ
と
も
「
箏
」
と
書
く
？写

真
の
作
品
は
、
テ
ー
マ
展
「“
こ
と
”

の
こ
と
―
日
本
伝
統
の
絃
楽
器
―
」
で
、

５
月
10
日
㈮
か
ら
６
月
10
日
㈪
ま
で
展

示
し
ま
す
（
期
間
中
無
休
）。
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チケット情報

申込・お問い合わせ先　チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
　インターネットでも購入いただけます。https://bunpla.jp/

申込・お問い合わせ先
みずほ文化センター　☎43-8111　（9:00～17:00）

ひこね市文化プラザ みずほ文化センター

【ひこね市文化プラザ各公演　発売初日の予約の取り扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記の価格は全て税込価格です。
◎みずほ寄席は、託児サービスを行います（子ども1人1,000円）。
　事前予約が必要です。

5月の休館日　7日㈫、13日㈪、20日㈪、27日㈪ 5月の休館日　2日(木・休)､4日(土・祝)～7日㈫､14日㈫､21日㈫､28日㈫

5 月 6 日（月・振） 14 : 00　エコーホール

第10回エコーホールピアノメンバー演奏会　 ア・ピアチェーレ！
クラシックの演奏会に定評があるエコーホ

ールで、外国製のフルコンサートピアノを使
い、メンバー 8 人が演奏します。

自由
入場無料

（要入場整理券）
【配布中】

5 月 18 日㈯ 14：00　練習室

【発売中】前売 500 円　当日 600 円

みずほ寄席 VOL.31

自由

※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります（有料 / 要予約）。

※3 歳以上有料

6 月 29 日㈯ 14：00　練習室
≪幼児・児童向け人形劇公演≫糸あやつり人形劇団みのむし

　人形劇バラエティーショー『夢見るコッケちゃん』

マリオネットや手遣い人形、腹話術などいろんな人形が
出てくる楽しいバラエティーショー！ 小さなお子さんから楽
しめるお話です。各地の公演で子どもたちにとても人気の
作品です。

出演：笑福亭飛梅（とびうめ）、笑福亭恭瓶（きょうへい）、
　　　代走みつくに、コンチェルト

自由 【5 月 11 日㈯ 9：00～販売開始】
前売 500 円　当日 600 円

出演：髙木充江（うた）、山本哲子（うた）、今堀智子（ピアノ）、森有子（ネコ）

5 月 24 日㈮ 10 : 15 / 13 : 00　メッセホール

ベビーといっしょにコンサート 2019

【好評発売中】　一般 500 円、友の会 450 円
※大人 1 人につき未就学児 2 人まで無料。

自由

8月4日㈰ 14 : 00　グランドホール

キエフ・クラシック・バレエ　チャイコフスキー「夢の3大バレエ」
バレエの本場・キエフ

の名バレエ団が届ける、
子どもから大人まで楽し
めるステージ！

【好評発売中】
一般 3,800 円、友の会 3,500 円
※4 歳以上入場可。0 ～ 3 歳を対象に
　託児サービスがあります。

指定

◎キエフ・クラシック・バレエは、３歳以下を対象に託児サー
　ビスを行います（子ども1人1,000円）。事前予約が必要です。

常設展示「“ほんもの"との
出会い」では、譜代大名筆
頭・井伊家に伝来した名宝を
中心に展示を行っています。

5月8日㈬～7月15日(月・祝)

源氏物語（附 石山寺蒔絵源氏箪笥)
　中院通茂筆
　江戸時代前期の公家、中院通茂（1631-1710）が
筆写した源氏物語54帖。足かけ3年で完成しました。
　紫式部が源氏物語を構想したと伝わる石山寺を
題材とした蒔絵箱（まきえばこ）が付属し、優雅な調
度品となっています。

つけたり い し や ま で ら

なかの い ん　み ち し げ

ま き え だ ん す

常

　設

　展

　示

　の

　名

　品

ほ
会

ほ
会

んんものの”
“

いの出ののと
特
別
公
開

テ
ー
マ
展

5月7日㈫まで

「国宝・彦根屛風」

5月10日㈮～6月10日㈪

「“こと”のこと
　　　　　- 日本伝統の絃楽器 - 」

近世初期風俗画の傑作、国宝・彦根屛風を特別公開します。

　日本において絃楽器は、古くは“こと”と総称されました。
倭琴（やまとごと）（和琴（わごん））、箏（そう）のこと、琴（きん）
のこと、琵琶（びわ）のことと呼ばれた日本伝統の絃楽器
について、それぞれの構造や特徴などを紹介します。

びょう　ぶ

ギャラリートーク 　
5月11日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
※事前申込：不要　場所：展示室1

観覧料が必要

▲和琴 銘 葵　松本重行作

5月7日㈫～同9日㈭は、一部休室しています。

【5月18日㈯は「国際博物館の日」】観覧者に記念品を差し上げます（なくなり次第終了）。

博物館だより
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住宅用火災警報器　必ず設置しましょう
１０年経ったら取り替えましょう！

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
迎
え
る
こ

れ
か
ら
の
季
節
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
イ

ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

を
使
用
す
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
燃
料
や
ス
プ
レ
ー

缶
の
噴
射
剤
は
、
非
常
に
燃
え
や
す
い

性
質
で
あ
る
た
め
、
取
り
扱
い
に
は
注

意
が
必
要
で
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
火
災
事
例

▼
使
用
済
み
の
ス
プ
レ
ー
缶
の
ガ
ス
抜

き
を
室
内
で
行
っ
た
際
、
換
気
が
不

十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
近
く
で
使
用

し
て
い
た
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
火
が
引
火

し
て
火
災
と
な
っ
た
。

▼
風
呂
場
の
虫
を
退
治
し
よ
う
と
、
殺

虫
剤
を
噴
射
し
た
後
、
十
分
に
換
気

せ
ず
に
風
呂
釜
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

た
た
め
、
風
呂
場
に
滞
留
し
て
い
た

ガ
ス
に
引
火
し
て
火
災
と
な
っ
た
。

▼
ガ
ス
抜
き
せ
ず
に
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

を
廃
棄
し
た
と
こ
ろ
、
ご
み
収
集
車

の
荷
台
の
中
で
他
の
ご
み
と
と
も
に

圧
縮
さ
れ
、
中
身
の
可
燃
性
ガ
ス
が

漏
れ
た
た
め
、
火
花
に
よ
っ
て
引
火

し
火
災
と
な
っ
た
。

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
取
り
扱
い

　

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
が
原
因
の
火
災
や

事
故
の
多
く
は
、
誤
っ
た
取
扱
方
法
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
取

り
扱
う
時
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
直
射
日
光
の
当
た
る
場
所
や
自
動
車

内
な
ど
、
高
温
に
な
る
場
所
に
は
置

か
な
い
。

▼
本
来
の
用
途
以
外
に
使
用
し
な
い
。

▼
ス
プ
レ
ー
缶
の
大
半
は
、
可
燃
性
ガ

ス
を
噴
射
剤
に
使
用
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
使
用
す
る
前
に
は
注
意
書
き

を
確
認
し
、
注
意
事
項
を
守
る
。

︿
廃
棄
す
る
と
き
は
﹀

①
中
身
を
使
い
切
る
。

②
専
用
の
器
具
で
穴
を
開
け
る
。

③
穴
を
開
け
よ
う
と
、
勢
い
よ
く
釘
を

刺
し
た
り
、
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
い
た

り
し
な
い
（
爆
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
）。

④
作
業
は
ガ
ス
を
出
し
切
っ
て
か
ら
、

近
く
に
火
気
が
な
い
風
通
し
の
良
い

屋
外
で
行
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課

☎
22-

０
３
３
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

９

４
２
７
番

機能別消防団員制度 を導入します

▲穴あけは中身を使い切っ
た後に風通しの良い場所
で行ってください。

　消防団は、地域の安心・安全、防災の要
かなめ

として欠か
すことのできない存在となっていますが、就業形態や
生活様式の変化などにより、新たな消防団員の確保が
地域によって難しく、消防団員一人ひとりの負担が大
きくなってきている状況です。
　このため、消防団の強化や現状の消防団員の負担の
軽減、消防団活動をより充実させることを目的に、機
能別消防団員制度を導入することとなりました。

機能別消防団員制度とは
　通常の消防団活動を行っている団員とは違い、能力
や事情に応じて特定の任務に限り従事する団員であり、
全国で約２万１千人が活躍しています。

　平成 22 年に消防職団員
の OB で構成し発足した「彦
根市消防シニア隊」と、平成
29 年に結成された「聖泉大
学防災サポーターチーム」を
それぞれ大規模災害団員と

大学生団員として位置づけ、今年度から機能別消防団
員として活動いただくこととなりました。

女性消防団員を募集しています
　彦根市の女性消防団制度（ヒコネサンフラワーズ）は、県
下で最も古く、昭和 63 年に採用されました。全国で
は約２万 6 千人の女性消防団員が活躍しており、年々
増加傾向にある一方、市の女性消防団員数は、横ばい
状態が続いています。消防団活動のさらなる活性化の
ため、多くの女性に入団していただきますようお願い
します。

＜彦根市消防団任用資格＞
次の①から③の全てに該当すれば入団可能です。
①市内に在住・在勤・在学する者② 18 歳以上③団の
職務の遂行に堪え得る心身を有すると認められる者

問い合わせ先　 消防本部消防総務課
　☎ 22-0314、FAX22-9427

ス
プ
レ
ー
缶  

な
ど
の
取
り
扱
い
に
注
意
！

救急車は限りある資源です
適正な利用にご理解・ご協力をお願いします！

▲聖泉大学防災サポーターチーム

消防だより
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ごみの減量と資源化トピックス　　　生ごみの減量

　平成 30 年度に、家庭から「燃やすごみ」にどのようなごみが
出されているのかを調べました。結果は前年度と同様に、生ごみ、
容器包装プラスチック、雑がみ類の順に多く排出されていました。
特に生ごみは、調理くずが６割を超え、残り３割程度が食品ロス

（野菜などの過剰な切り落とし、食べ残し、未開封食品、未利用食品など）

でした。

生ごみは水気をよく切ろう
　生ごみは全体量の３分の１を占めています。これは、生ごみに、
水気を含んだ調理くずや直接廃棄による汁気を含んだ食品が多
く捨てられているためです。
　水分が多い生ごみは、収集時に袋が破れて周囲を汚したり、臭
いの原因となったり、焼却の際には燃えにくく燃焼効率が下がる
ことにもつながります。生ごみを出すときは、水気をよく切って
から出すようにしましょう。それだけでも重量が減り、運搬時の
負担も軽減されます。

もったいない　食品ロス
　食べ物が、期限切れになるまで放っておかれたり、腐ったりす
ることがないように、①買い物や保存の仕方を見直すこと②食材
を無駄なく使うこと③きちんと食べ切ること、などが大切です。

問い合わせ先　
　 生活環境課　☎ 30-6116、FAX27-0395

彦根市総合アプリ 「ひこまち」

▲アプリのアイコン画像

彦根市　ひこまち   　   　　検 索

◀ダウンロードはこちらから
アップストア・グーグルプレイより無
料ダウンロード可能。
※通信料は利用者の負担です。

▶︎ごみカレンダー
　お住まいの地域を登録して、ごみ収集日やごみの出
し方などの確認ができます。

▶イベントカレンダー
　市内で行われるイベント情報をご覧いただけます。
▶プッシュ通知
　事前に欲しい情報を選んでおくと、情報が届いた際、
画面にメッセージが表示されます。

▶︎子育て関連機能
　妊産婦健診のアラート設定、予防接種のスケジュー
ル管理などができます。

▶災害・火災・防犯に関するお知らせ
　市が配信している「メール配信システム」と連携し、
お知らせ機能で通知します。 問い合わせ先　 広報課☎ 30-6103、FAX22-1398

  （スマートフォン・タブレット端末用アプリ）＼好評配信中！／



  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870
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健康だより※特に記載のないとき、事前申込は不要で、費用は無料です。

チームメンバーを募集しています
	

　住み慣れた地域でいつまでも、健やかで心豊か
に暮らせるまち「ひこね」の実現を目指し、「運
動チーム」と「食事チーム」が活動しています。
　運動や食事など健康に関心がある人、自分や家
族、地域のために知識や能力を生かしたい人など、
一緒にボランティア活動をしてみませんか。

【︎運動チームの主な活動】
▶「歩こう会」の開催（︎毎月 21 日）

▶イベントでの歩幅チェック、簡単にできる運
動のＰＲ　など

【食事チームの主な活動】
▶イベントでの野菜計量体験や味覚チェック
▶野菜たっぷりで薄味でもおいしい「食べよう

菜
な

弁当」のメニュー考案　など

▲マスコット
　キャラククター
　「コンキー君」

ひこね元気クラブ 21

元気 21 歩こう会
	

　毎月 21 日にウォーキングを開催しています。
ウォーキングを始めたい人にお勧めの4〜5km
のコースです。

　5 月は肥田城跡コースを歩きます。みんなで
一緒に歩いて元気になりましょう。

日時　5 月 21 日㈫　9：00 〜 10：30
コース　肥田城跡コース（肥田城跡の話を聞きます）

集合場所　肥田町公民館（肥田町）

　※ 9：00 集合です。
費用　100 円（保険代など）

問い合わせ先
ひこね元気クラブ 21 事務局
　☎ 080-2944-4281
　FAX24-5870
※チームメンバーへの応募は、 健

康推進課（☎ 24-0816、FAX24-
5870）でも受け付けています。

◀
活
動
の
様
子

広報ひこねへの広告を募集しています
掲載料　　1 枠　3 万円（1 号あたり）
大きさ　　縦　45.5mm　横　86mm
申込締切　原則、発行日の 1 か月前
※ホームページのバナー広告も募集中です。詳し

くはお問い合わせください。
申込・問い合わせ先
　 広報課☎ 30-6103、FAX22-1398

がん患者サロン「りらく彦根」

　がんと向き合っている者同士だから分
かり合えることがあります。 
　仲間と一緒に話して、聞き合って、 泣い
て、笑って、思いを分かち合いませんか。
 
日時　5 月 28 日㈫　13：00 〜 15：00　
場所　市立病院（八坂町）3 階講堂
問い合わせ先　
　市立病院がん相談支援センター
　☎ 22-6050（代表）、 gansoudan@

municipal-hp.hikone.shiga.jp

毎月第４火曜日
（祝日の場合は第 3 火曜日）に開催
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

健康だより ※特に記載のないとき、事前申込は不要で、費用は無料です。
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〜　猛暑を乗り切る食生活アドバイス　～
初夏の時期は、大人も子どもも食欲に影響が出や

すい頃です。夏バテしない体づくりのために、日頃
の食生活を見直してみませんか。
日時　6 月 24 日㈪　9：00 ～、10：30 ～
　　　〈予約制、各１人〉
場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな栄養相

談を受け付けています。
問い合わせ先　
　 健康推進課☎ 24-0816、FAX24-5870

栄 養 相 談

助産師を囲んで子育ての楽しさや悩みなど、何で
も気軽に話しましょう。
日時　5 月 31 日㈮　9：45 〜 11：30
　　　（受付 9：30 〜 9：45）

場所　くすのきセンター 1 階
対象　市内に住民登録のある2〜3か月児と保護者
持ち物　母子健康手帳、バスタオル（おくるみも可）

問い合わせ先　
　 健康推進課☎ 24-0816、FAX24-5870

ぴ よ ぴ よ サ ロ ン

　乳幼児用の滑り台・ジャングルジム・ブ
ランコなどの遊具をそろえ「室内ゆうえん
ち」を開園します。広い会場で思いっきり
体を動かして遊びましょう。

日時　5 月 11 日㈯　10：00 〜 11：30
場所　彦根市男女共同参画センター
　　　「ウィズ」（平田町）

対象　乳幼児と保護者
問い合わせ先
　彦根市男女共同参画センター「ウィズ」
　☎・FAX24-3529

ウィズおやこ広場
毎月第２土曜日に開催

◀
お
や
こ
広
場
の
様
子
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〒 522-8501  滋賀県彦根市元町４番 2 号  ☎ 0749-22-1411 ㈹ 、 FAX 0749-22-1398、ホームページ　http://www.city.hikone.shiga.jp/
彦根市では、点字および音声版広報ひこね（編集版）を発行しています。問い合わせ先： 障害福祉課☎ 27-9981、FAX26-1767
また、外国語版（英語、中国語、ポルトガル語）の広報ひこね（編集版）も発行しています。問い合わせ先： 人権政策課☎ 30-6113、FAX24-8577
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　　　　　　平成 31 年 4 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,997 人    （− 85）
　 56,091 人    （− 77） 

56,906 人    （−　8）
47,968 世帯    （＋ 87）

人口と世帯数  

ハッピーバースデー　ひこにゃん！

13回目の誕生日を迎えました
　4 月 13 日、ひこにゃんの誕生日セレモ
ニーが四番町スクエア（本町一丁目）で行われ
ました。会場には全国のファンや観光客ら、
約 1,300 人が集まり、13 回目の誕生日を
お祝いしました。
　今年は「さのまる（栃木県佐野市）」「出世大
名家康くん（静岡県浜松市）」ら、県内外のキャ
ラクターを招いた「ご当地キャラ博 mini」
の中で開催されました。

全国のファンから贈られたプレゼントの
ほか、花束や大きな誕生日ケーキを前に、ひ
こにゃんは鈴を鳴らすなどして、大喜びで
した。

♥ ● ● ● ♥ ● ● ● ♥ ● ● ● ♥ ● ● ● ♥ ● ● ● ♥ ● ● ● ♥

1 位を目指して頑張るぞ！

「ロボカップ」全国大会出場者の激励会が行われました

　4 月 14 日、自律型サッカーロボットで競う
全国大会「ロボカップジュニア・ジャパンオー
プン 2019 和歌山」に出場する選手への激励
会が、若葉小学校（蓮台寺町）内にあるひこね
ロボットクラブで行われました。
　日頃から、ロボットの改良や、プログラミン
グなどの技術を磨いてきた選手の皆さん。1 月
に京都市で行われた京都府、滋賀県、奈良県の
選手が集まる大会で上位の成績を収め、本大会
への出場権を獲得しました。
　選手は「1 位を目指して、勝ちにいきたいで
す。全国から集まる選手との交流も楽しみです」
などと話していました。

★ ● ● ● ★ ● ● ● ★ ● ● ● ★ ● ● ● ★

【表紙の写真】
　4 月 1 日、新元号「令和」が発表されました。同日午後には、四
番町スクエア（本町一丁目）で、ひこにゃんが「令和」を持って登場！
約 100 人が見守る中、額縁に入れた文字を披露しました。集まった
人たちは写真撮影をするなど、この貴重な瞬間を楽しんでいました。


